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体
に
し
た
出
荷
協
議
会
を
立
ち
上

げ
て
お
願
い
し
た
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
が
、
Ｊ
Ａ
側
の
返
事
は
ど

う
か
、
さ
ら
に
、
出
資
金
は
ど
う

す
る
の
か
伺
う
。

市
長　

生
産
者
団
体
、
Ｊ
Ａ
、
商

工
会
、
漁
協
、
市
場
、
仲
卸
、
量

販
店
、
外
食
産
業
等
で
運
営
会
社

を
作
っ
て
も
ら
い
、
出
資
も
お
願

い
し
た
い
。
出
荷
協
議
会
は
、
生

産
者
６
０
０
か
ら
７
０
０
人
が
必

要
と
考
え
る
。
宇
城
市
は
出
資
す

る
考
え
は
な
い
。

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

問　

豊
野
町
は
小
学
校
、
中
学
校

が
１
校
ず
つ
で
あ
り
、
隣
接
し
て

い
て
条
件
的
に
非
常
に
い
い
の
で
、

小
中
一
貫
教
育
を
進
め
て
欲
し
い

が
、
市
長
の
考
え
は
。

市
長　

新
た
な
投
資
は
比
較
的
少

な
く
、
手
法
に
つ
い
て
よ
く
詰
め
、

教
育
委
員
会
と
も
詰
め
て
、
社
会

実
験
と
い
う
捉
え
方
の
中
で
、
実

施
に
向
け
て
豊
野
小
中
学
校
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

岡
本　
泰
章　
議
員

路
線
バ
ス
廃
止
に
伴
う
新

公
共
交
通
体
系
の
構
築
に

つ
い
て

問　

小
川
の
赤
字
路
線
バ
ス
の
廃

止
を
前
提
に
、
新
た
な
公
共
交
通

体
系
の
検
討
を
本
格
化
さ
れ
た
が
、

具
体
的
（
料
金
等
々
）
に
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

企
画
部
長　

小
川
町
海
東
地
区
路

線
バ
ス
沿
線
の
新
た
な
公
共
交
通

シ
ス
テ
ム
は
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
方

式
。
料
金
は
、
初
乗
り
の
場
所
か

ら
到
達
エ
リ
ア
ま
で
の
乗
車
料
金

を
設
定
し
、
利
用
料
金
を
差
し
引

い
た
金
額
を
宇
城
市
が
負
担
す
る

方
式
で
考
え
て
い
る
。
乗
車
料
金

及
び
利
用
料
金
は
、
現
在
５
段
階

を
設
定
し
て
い
る
。
一
番
高
い
と

こ
ろ
で
、
乗
車
料
金
を
２
４
０
０

円
に
設
定
。
利
用
料
金
は
、
１
人

当
た
り
そ
の
４
分
の
１
の
６
０
０

円
、
一
番
低
い
と
こ
ろ
で
、
乗
車

料
金
を
８
０
０
円
に
設
定
し
、
利

用
料
金
は
１
人
当
た
り
２
０
０
円

と
し
て
い
る
。
料
金
は
高
く
は
な

い
か
と
意
見
が
出
て
い
る
。
再
考

の
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

通
学
等
に
必
要
な
安
く
て
安

心
し
て
乗
れ
る
公
共
交
通
機
関

が
過
疎
地
か
ら
消
え
て
い
く
宇
城

市
で
あ
っ
て
よ
い
の
か
。
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
で
あ
る
乗
合
タ
ク
シ
ー
方

式
で
も
、
現
在
は
、
需
要
が
少
な

く
て
も
、
最
低
Ｊ
Ｒ
の
各
駅
か
幹

線
道
路
の
路
線
バ
ス
へ
の
連
携
が

朝
１
回
か
帰
り
２
回
く
ら
い
は
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

教
育
部
長　

小
川
町
海
東
か
ら
駅

あ
る
い
は
豊
野
２
１
８
号
線
に

つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
あ
る

い
は
タ
ク
シ
ー
を
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
確
か
に
路
線
バ
ス
が
な

く
な
る
こ
と
は
、
老
若
男
女
問
わ

ず
、
住
民
生
活
に
与
え
る
影
響
も

大
変
大
き
い
。
小
川
地
域
で
乗
合

タ
ク
シ
ー
に
よ
る
新
交
通
体
系
の

モ
デ
ル
試
験
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

利
用
状
況
等
を
見
極
め
つ
つ
、
関

係
部
署
と
も
今
後
連
携
を
密
に
し
、

児
童
生
徒
の
通
学
支
援
体
制
も
検

討
し
た
い
。

問　

宇
城
市
の
新
公
共
交
通
機
関

の
構
築
、
特
に
幹
線
道
路
の
バ

ス
路
線
を
含
め
た
三
角
の
南
岸
線
、

松
橋
・
豊
野
町
経
由
の
砥
用
線
に

つ
い
て
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

企
画
部
長　

三
角
か
ら
松
橋
の
南

岸
道
路
に
つ
い
て
は
、
約
30
㎞
と

遠
距
離
に
な
る
た
め
、
今
回
の
導

入
予
定
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
方
式
の

運
行
は
不
向
き
で
あ
る
と
思
っ
て

い
る
。
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
、
利
用

者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
り
、
利

用
促
進
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り

自
立
運
行
を
目
指
し
、
存
続
し
て

い
く
こ
と
が
ベ
タ
ー
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。
砥
用
線
は
、
美

里
町
、
運
行
業
者
と
も
利
便
性
の

向
上
、
利
用
促
進
も
含
め
協
議
し

た
い
。
地
域
住
民
、
近
隣
市
町
及

び
交
通
関
係
機
関
と
も
十
分
協
議
、

検
討
を
重
ね
、
よ
り
よ
い
公
共
交

通
の
構
築
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

髙
田　
幸
夫　
議
員

誉
が
丘
・
萩
尾
た
め
池

周
辺
整
備
事
業
に
つ
い
て

問　

今
回
の
基
本
構
想
に
基
づ
く

具
体
的
な
内
容
と
事
業
の
計
画
を

お
尋
ね
す
る
。

企
画
部
長　

鐙
ヶ
池
を
は
じ
め
と

す
る
三
つ
の
た
め
池
と
、
誉
が

丘
公
園
一
帯
及
び
浄
水
寺
を
含
め
、

自
然
と
ふ
れ
あ
い
を
促
進
す
る
市

民
の
憩
い
の
場
を
形
成
す
る
構
想

で
あ
る
。

問　

近
々
、
市
長
の
発
想
に
よ
り
、

能
舞
台
を
建
設
し
て
、
薪
能
を
す

る
と
聞
い
て
い
る
が
い
か
が
か
。

市
長　

豊
野
に
つ
い
て
、
文
化
的
、

歴
史
的
に
こ
れ
と
い
っ
た
強
み

と
い
う
も
の
が
構
築
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
観
点
の
中
で
、
能
舞
台
、

演
舞
が
、
あ
く
ま
で
も
特
設
会
場

と
し
て
や
れ
な
い
か
と
勉
強
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
決
し
て
、
能
の

舞
台
を
即
つ
く
る
と
言
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。

小川駅と小川町海東地区をつなぐ路線バス

農
業
集
落
排
水
事
業
に

つ
い
て

問　

６
月
議
会
で
指
摘
し
た
加
入

者
の
具
体
的
優
遇
策
に
つ
い
て
、

そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。
ま
た
、

こ
の
事
業
を
民
間
（
Ｐ
Ｆ
Ｉ
）
で

行
う
と
聞
く
が
、
影
響
が
大
き
過

ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

土
木
部
長　

加
入
者
の
優
遇
策
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
決
定
し
て
い
な

い
。
金
融
機
関
と
相
談
し
な
が
ら

今
後
構
築
し
、
24
年
度
ま
で
に
は

間
に
合
わ
せ
て
い
き
た
い
。
Ｐ
Ｆ

Ｉ
導
入
に
つ
い
て
は
、
公
営
企
業

が
非
常
に
一
般
会
計
を
圧
迫
し
て

い
る
中
で
、
事
業
費
を
で
き
る
だ

け
安
く
し
た
い
、
ま
た
、
１
年
で

も
早
く
供
用
開
始
を
す
る
た
め
で

あ
る
。
実
際
の
事
業
展
開
は
、
再

来
年
度
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。

花
の
ま
ち
づ
く
り
運
動
に

つ
い
て

問　

松
橋
町
か
ら
の
運
動
を
発
展

継
承
す
べ
き
と
思
う
。
ま
た
、
フ

ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
タ
へ
の
取
り
組
む

姿
勢
と
具
体
的
な
展
開
に
つ
い
て

お
聞
き
す
る
。

経
済
部
長　

市
民
一
人
ひ
と
り
に

花
の
ま
ち
づ
く
り
運
動
の
理
解
を

求
め
な
が
ら
、
底
辺
拡
大
を
図
る

こ
と
が
今
後
必
要
に
な
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

宇
城
市
民
病
院
に
つ
い
て

問　

宇
城
市
民
病
院
の
、
市
と
し

て
の
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
、
不
足

し
て
い
る
医
師
等
の
ス
タ
ッ
フ
を

確
保
す
る
た
め
の
市
長
の
姿
勢
を

伺
い
た
い
。

市
長　

一
歩
踏
み
込
む
形
を
取
る

な
ら
ば
、
公
営
企
業
法
の
全
部
適

用
の
検
討
を
近
々
や
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
医
師
不

足
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
熊
本

大
学
病
院
あ
た
り
に
粘
り
強
く
派

遣
要
請
を
し
て
い
き
た
い
。

河
野　
正
明　
議
員

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

問　

５
歳
児
健
診
の
新
設
を
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
が
、
い
か
が
か
。

市
長　

５
歳
児
健
診
に
代
わ
る
も

の
と
し
て
、
４
な
い
し
５
歳
児

を
対
象
と
し
、
保
護
者
や
保
育
所
、

幼
稚
園
と
保
健
セ
ン
タ
ー
が
連
携

し
、
発
達
健
康
相
談
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
の
早
期
発
見
、
相
談
に
あ

た
っ
て
い
る
。
そ
の
発
達
健
康
相

談
の
結
果
、
毎
年
30
人
前
後
の

発
達
障
害
に
関
す
る
相
談
が
あ
り
、

そ
の
中
の
３
割
程
度
に
あ
た
る
児

童
が
専
門
医
等
の
診
察
を
受
け
て

い
る
。
提
案
の
５
歳
児
健
診
の
新

設
に
つ
い
て
は
、
現
状
の
施
策
と

比
較
検
証
の
う
え
検
討
し
、
検
討

次
第
で
は
前
向
き
に
取
り
組
み
た

い
。

問　

妊
婦
無
料
健
診
の
回
数
拡
大

を
図
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長　

公
費
負
担
に
よ
る
無
料
で

の
妊
婦
健
診
は
、
自
治
体
間
に
若

干
の
違
い
は
あ
る
が
、
多
く
は
２

回
程
度
で
あ
り
、
宇
城
市
で
も
２

回
の
無
料
健
診
を
実
施
し
て
い
る
。

最
近
、
全
国
の
事
例
と
し
て
、
妊

婦
健
診
を
受
け
な
か
っ
た
た
め
に
、

病
院
で
の
手
当
が
遅
れ
る
な
ど
、

心
配
さ
れ
る
事
態
も
発
生
し
て
い

る
。
ま
た
、
健
診
費
用
に
つ
い
て

は
、
医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
な
い

た
め
、
若
い
夫
婦
に
と
っ
て
負
担

と
な
っ
て
い
る
。
意
見
の
あ
っ
た

件
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
か
ら
５

回
の
無
料
健
診
を
考
え
、
こ
れ
に

要
す
る
予
算
を
検
討
し
た
い
。

福
祉
行
政
に
つ
い
て

問　

耳
の
不
自
由
な
方
が
安
心
し

て
来
庁
し
、
相
談
等
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
耳
マ
ー
ク
掲
示

板
の
設
置
の
考
え
を
問
う
。

健
康
福
祉
部
長　

聴
覚
障
害
者
の

方
は
、
公
共
機
関
や
病
院
等
の
窓

口
で
後
回
し
に
さ
れ
る
な
ど
不
利

益
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ

で
、
聴
覚
障
害
者
の
社
団
法
人
全

日
本
難
聴
者
等
団
体
連
合
会
の
提

案
で
、
耳
マ
ー
ク
掲
示
板
の
設
置

が
全
国
的
に
広
が
っ
て
い
る
。
耳

マ
ー
ク
を
表
示
し
、
そ
こ
に
配
置

し
た
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

窓
口
担
当
者
と
意
思
疎
通
が
取
れ
、

障
害
者
、
職
員
相
互
に
助
か
る
と

思
う
。
宇
城
市
で
も
早
速
取
り
入

れ
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
た
い
。

危
機
管
理
に
つ
い
て

問　

避
難
所
指
定
校
の
防
災
機
能

の
整
備
及
び
強
化
を
ど
の
よ
う
に

図
っ
て
い
く
の
か
問
う
。

総
務
部
長　

学
校
施
設
を
地
域
住

民
の
避
難
所
と
し
て
利
用
す
る

に
は
、
施
設
が
安
全
で
あ
る
こ

と
、
す
な
わ
ち
既
存
の
施
設
の
耐

震
診
断
等
の
結
果
を
踏
ま
え
、
必

要
な
耐
震
性
の
確
保
が
可
能
と
な

る
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、
そ
の
上

で
、
防
災
機
能
の
整
備
を
図
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
は
、
他

の
自
主
避
難
所
の
公
共
施
設
と
共

に
、
特
に
人
口
が
集
中
し
て
い
る

松
橋
地
域
に
お
い
て
は
、
学
校
建

設
計
画
の
当
初
設
計
段
階
か
ら
避

難
生
活
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
に
、
防
災
機
能
に
関
す
る
整
備

に
つ
い
て
も
積
極
的
に
取
り
組
み

た
い
。

道の駅建設予定地萩尾ため池

早速耳マーク掲示板が設置された
健康福祉部の窓口 ←


